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本特集は，2016年 1月 22日，2016年 3月 11日に行われた学習院大学国際研究教育機構
特別講演会の報告である。二回の講演会では，文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援
事業「東アジアの歴史都市と自然環境─先端科学が拓く「古都・長安学」」（代表：鶴間和
幸・文学部教授）で中国・韓国から四名の研究者を招聘し，それぞれの研究テーマについて
講演が行われた。当日のプログラムは下記の通りである。
金康勲氏（韓国・亀尾荊谷中学校教師）
「遼東地域の高句麗復興運動と剣牟岑」
郭雪妮氏（陝西師範大学文学院専任講師）
「『松浦宮物語』における長安の景観」
斉光氏（復旦大学歴史地理研究中心副教授）
「康熙年間の満文史料からみた西安周辺の気候・災害・農業・水利」
肖愛玲氏（陝西師範大学西北歴史環境与経済社会発展研究院副研究員）
「前漢長安城の空間形成について」
慶北大学校・陜西師範大学・復旦大学と学習院大学は継続した学術交流を行っており，これ
までも，日本学術振興会・アジア研究教育拠点事業「東アジア海文明の歴史と環境」（2005
年～2010年），日本学術振興会・頭脳循環を加速化する若手研究者戦略的海外派遣プログラ
ム「リモートセンシングデータを利用した黄河流域の歴史と環境」（2010年～2012年）を活
用して，研究者を定期的に招聘・派遣したり，共同で調査・シンポジウムを行ったりするな
どの交流を行ってきた。本講演会もそうした研究交流の延長線上にある。
一人目の金康勲氏は朝鮮古代史を専門とされ，高句麗の復興運動について研究を行われて
いる。二人目の郭雪妮氏は，奈良平安時代の文学に描写された長安の景観や地名の分析とい
った研究を精力的に行われている。三人目の斉光氏は満文資料と漢文資料の両方を用いて清
朝の地方行政について優れた研究成果を公表されている。四人目の肖愛玲氏は漢代および隋
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唐の長安城に関する建築や空間形成について，多くの論著を発表されている。それぞれに専
門の異なる四氏だが，講演テーマは長安，または長安を首都とする唐代に関するものであり，
「古都・長安学」プロジェクトの講演会として相応しいものであった。
（こうの　たけひこ　　学習院大学国際研究教育機構 PD共同研究員）
